
江田島海生体験交流協議会
広島県江田島市大柿町大原５０５番地

電話0823（43）1632 ＦＡＸ0823（57）4432

事務局 江田島市役所 産業部 交流観光課内

海から生まれる体験学習
（教育旅行誘致推進事業）



協議会の概要(取組)

江田島海生体験交流協議会

本協議会組織の構成は、広島湾ベイエリア・海生都市圏研究協議会と連携し、江田島市副市長を会長に市観光協会、

市商工会、市漁業振興協議会と民泊・漁業などのインストラクターで構成されており、市及び市関係団体が一体となって

海を活用した様々な体験活動を展開しています。

受入体制

1日1校 （原則1軒4人又は3人）とし、240人（民泊軒数：80軒）の受入が可能です。

また、受入する家庭は、食の安全を目的とした食品衛生講習会と、救急対応を目的とした消防安全講習会を

受けた家庭が受け入れています。

さらに、受入直前には体験インストラクターを対象とした研修会の開催や、各地の民泊家庭で受入リハーサルを

行い、全体での情報共有及び安全管理体制の整備を行っています。

実績及び計画

平成28年度 大阪府中学(200名)、神奈川県高校(153名)、埼玉県高校(201名)、長野県高校(113名)など計18校 約2,300名受入

平成29年度 静岡県中学(166名)、大阪府中学(190名)、神奈川県高校(196名)、茨城県高校(154名)など計29校 約4,000名受入

平成30年度 神奈川県中学(145名)、大阪府中学(201名)、神奈川県高校(229名)、茨城県高校(156名)など計35校 約4,000名受入

令和元年度 神奈川県中学(208名)、大阪府中学(196名)、神奈川県高校(240名)、茨城県高校(240名)など計35校 約 3,600名受入

民泊受入前研修インストラクター研修 受入風景（カキ打ち体験）ほんもの体験フォーラム分科会



江田島市の地理・アクセス

（１）２つの世界遺産から近い
○広島港（広島市）から江田島市へ
・船（高速船、フェリー）で約３０分。
○宮島（廿日市市）から江田島市へ
・チャーター船で約４０分

◎世界遺産の
・原爆ドーム（広島市）
・厳島神社（廿日市市）からとても近い

（２）複数の入島ルート

台風などの荒天により、船が欠航しても陸
路で江田島市に入島することができます。
江田島市は、２本の橋で本土と接続してい
ますので、呉市から陸路で入島することが
できます。（呉市から車で約４０分）





４００名（１０クラス）の共同受入体制
周防大島町 ２００名

（５クラス）
＋江田島市２００名

（５クラス）

または
大崎上島町 ２００名

（５クラス）

＝４００名
(１０クラス)

周防大島町

江田島市 大崎上島町
周防大島町の単独受入では２0０名（5ｸﾗｽ）
が上限ですが、他地域と共同受入することで、
最大４００名（１０クラス）を受入れることが可
能です。
広島湾ベイエリア広域のなかでも、周防大島
と同じ島の地域で海の体験が充実した江田島
市や大崎上島町とおもに共同受入をしていま
す。

過去の民泊共同受入実績
Ｈ２４：高１校 Ｈ２５：高１校 Ｈ２６：高１校
Ｈ２７：高２校 Ｈ２８：高３校 Ｈ２９：高２校
Ｈ３０：中１校・高１校 Ｒ１：高１校

◆

◆



何故今、江田島市なのか

①少人数による被爆者体験講和を生の声で聴くことができるタイムリミットが迫っています。

③瀬戸内海の美しい自然に，島の暮らしの厳しさと喜びを学び，島人との交流によって心を高めます。

②牡蠣の生産地で行うカキ打ちや穏やかな海でシーカヤックや釣りを体験できます。

〇講話のできる方 ３名
(江田島市原爆被害者の会)

〇受入最大人数 240名

カキ打ち体験 受入人数 40名
シーカヤック体験 受入人数 80名
船釣り体験 受入人数 40名
浜辺釣り体験 受入人数 40名
吾智(ごち)網体験 受入人数 40名

民泊体験
受入人数 240名

温暖な気候ならではの
みかん収穫や，釣りな
どを体験できます。







江田島市 原爆語り部の施設案内 

 

施設番号 1 

                     【施設名】 江田島コミュニティセンター 

                     【住 所】 江田島市江田島町小用 

                     【収容人員】３階大ホール 約 160名 

                     【諸設備】 音響設備及び空調設備有り、 

                           エレべーター有り 

                     【駐車場】 有り 

                      

                       

                      

                      

                      

                       

施設番号２ 

                     【施設名】 わくわくセンター 

                     【住 所】 江田島市能美町中町 

                     【収容人員】１階大ホール 約 300名 

                     【諸設備】 音響設備及び空調設備有り 

                     【駐車場】 有り 

                      

                      

                      

                      

                      

                      

  

施設番号３ 

                     【施設名】 江田島市スポーツセンター 

                     【住 所】 江田島市能美町中町 

                     【収容人員】１階アリーナ 約 400名 

                     【諸設備】 音響設備及び空調設備無し 

                     【駐車場】 有り 

                        

                      

                       

                      

                      

                      

○その他 公民館施設等でも実施可能です。 

 

 

 

 

 

 

《島内被爆体験講話》 

 

江田島市 原爆語り部の方々のプロフィール 

 

Ｎｏ．１ 

              【氏名】 大原 忠 

  【生年月日】昭和 16年７月３日生まれ 

              【住所】 江田島市江田島町中央 

              【経歴】 江田島市原爆被害者の会会長（会員数 約 170名） 

              【原爆投下当時】 

               ４歳の時広島市宇品町の自宅で父親とともに被爆 

           

 

 

 

Ｎｏ．２ 

              【氏名】 上松 利枝 

 【生年月日】昭和９年 11月 23日生まれ 

              【住所】 江田島市江田島町切串 

              【経歴】 江田島市原爆被害者の会副会長、旧江田島町役場職員 

                   2010年 5月ＮＰＴ（核拡散防止条約）再検討会議 

（ニューヨーク市開催）参加 

              【原爆投下当時】 

               ８月７日、父親を捜しに広島市宇品港から己斐まで歩いて探し、

入市被爆（当時 10歳） 

 

 

Ｎｏ．３ 

              【氏名】 丸子 妙子 

 【生年月日】昭和４年８月 30日生まれ 

              【住所】 江田島市江田島町切串 

              【経歴】 江田島市原爆被害者の会会員 

              【原爆投下当時】 

               自宅の南千田町から比治山高等女学校動員学徒で第５師団 

勤労時に直接被爆（当時 15歳） 

 

 

 

 

 

 

 

クラス単位・少人数 

での対話形式で 

行います 





本部宿舎②

①坪希旅館 ②ペンションわだ

③ねんごろなじま

住 所 江田島市沖美町畑6-2
電話番号 0823-48－0018

趣のある古民家風の宿で
新鮮な魚料理を堪能でき
ます。

住 所 江田島市能美町鹿川4724−28
電話番号 0823-45－4708
客 室 3部屋 定員20名

客 室 10部屋
定 員 30名

住 所 江田島市沖美町美能965
電話番号 0823-47－1121
客 室 6部屋 定員15名

予約について
予約可能時期までは，当協議会が御社の希望に基づき本部
宿舎を押さえ、予約可能時期後に御社から正式な御予約を
していただきます。








